
2023 年度 小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表

法人名
株式会社シェルパ

代表者
石川 洋一

法人・

事業所

の特徴

・ご利用者個人のニーズに寄り添ったサービスの提案、提供を心掛けます。

・ 1 日 1 笑をモットーに安心してご利用できるよう努めます。
事業所名 ぼやあ樹平川町（神奈川区） 管理者

足立 裕美

出席者
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計

人 1 人 人 人 人 1 人 人 10 人 人 12 人

項 目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画

Ａ．事業所自己評価の

確認

カンファレンスやミーティング

などを定期開催し、情報共有の

周知の場を持つ。

スタッフミーティングを概ね隔月

で実施。申し送りの場での利用者

様に関する連絡を徹底するも、ま

だ完全ではない。

ヒヤリハットの情報などが現場

で埋まってしまい、書類としてな

かなか出てこない。

職員間での情報共有、情報を上げ

る体制を整える。

Ｂ．事業所の

しつらえ・環境

利用者・ご利用者の家族の方の

満足が得られ、笑顔になる様

日々の活動を充実させる。

利用者様にとって懐かしの食材を

使ったランチを出したり、レクリ

エーションではラジオ体操や盆踊

りなどを、職員も一緒になって行

っています。

それぞれに利用者様に対して、良

く対応している。

各利用者様に合った対応を、今後

も継続していく。

Ｃ．事業所と地域のか

かわり

地域と協働した取り組みが行え

るよう積極的に行動する。また、

普段の様子や日々のイベントに

ついて定期的に伝えていく。

事業所内での活動を簡単に紹介す

る、「平川町だより」を今年度下旬

からは月一回発行できた。

外部の方からすると、事業所が何

をしているかが把握出来ない。

事業所の中のことを、外部に分か

りやすく発信し続ける。

Ｄ．地域に出向いて本

人の暮らしを支える

取組み

地域のイベントに参加できる体

制を整える。

ケアプラザ様のご協力により、地

域の小学校の交流の時間に参加で

きた。

小規模の役割が大きくなってい

る中、個人に対する対応をよくし

ていて頭が下がる。

地域のイベントの情報を知り、積

極的に参加する。



Ｅ．運営推進会議を活

かした取組み

コロナ禍が一段落した時点で運

営推進会議の対面開催を目指

す。

対面開催を今年度はこれまでで 3
回行えた。

地域に根付いた運営、少しずつで

すが中を把握するために交流を

持っていきたい。

2 ヶ月に 1 回の運営推進会議を

開催していく。

Ｆ．事業所の

防災・災害対策

事業所の防災対策について、近

隣の方々、利用者家族にしっか

り伝えていく。

地域の防災訓練に、今年度は天候

の都合で参加できなかった。また、

事業所内での防災・災害対策につ

いての話し合いには利用者様家族

の参加までには至らなかった。

事業所が防災に関して、地域の中

でどう役立つのかが見えてこな

い。

事業所として、地域の防災訓練へ

参加していく。


